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◆
歳
出

〈
総
務
費
〉

（
高
橋
委
員
）
職
員
研
修
事
業
の

支
出
が
、
な
ぜ
減
額
に
な
っ
た

の
か
。

（
梶
総
務
Ｇ
主
査
）
新
入
職
員
向

け
研
修
を
３
回
実
施
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
１
回
、
１
日
の
研

修
で
終
了
し
た
た
め
。

（
鷲
見
委
員
）
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
費

２
百
16
万
円
は
、
当
初
計
画
に

比
べ
少
な
く
な
っ
て
い
な
い
か
。

（
梶
総
務
Ｇ
主
査
）
決
算
書
上
、

ペ
ー
ジ
が
複
数
に
ま
た
が
っ
て

お
り
、
総
務
で
実
施
し
た
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
予
算
額
ど
お

り
執
行
し
て
い
る
。

〈
民
生
費
〉

（
高
橋
委
員
）
北
星
園
の
民
営
化

支
援
事
業
の
委
託
費
５
百
50
万

８
千
円
の
改
修
内
容
は
。

（
村
上
保
健
福
祉
Ｇ
主
幹
）
安
心

生
産
農
園
の
施
設
の
ト
イ
レ
の

水
洗
化
、
シ
ャ
ワ
ー
室
の
新
設
。

（
植
村
委
員
）
冬
の
生
活
支
援
で
、

燃
料
費
助
成
の
基
準
の
見
直
し

は
あ
る
の
か
。

（
村
上
保
健
福
祉
Ｇ
主
幹
）
28
年

度
ま
で
の
期
限
付
き
の
制
度
で
、

終
了
後
、
さ
ら
に
続
け
て
い
く

の
か
検
討
が
必
要
。
現
段
階
で
、

灯
油
価
格
が
幾
ら
に
な
っ
た
ら

改
正
す
る
と
か
の
基
準
は
な
い
。

〈
衛
生
費
〉

（
斎
賀
委
員
）
狂
犬
病
予
防
対
策

事
業
の
犬
の
糞
を
と
る
袋
は
、

ど
う
い
う
方
を
対
象
に
配
付
し

て
い
る
の
か
。

（
岡
田
生
活
環
境
Ｇ
主
幹
）
春
の

集
団
予
防
接
種
に
来
た
方
と
、

新
規
で
犬
を
飼
わ
れ
た
方
に
配

付
し
て
い
る
。

（
斎
賀
委
員
）
保
険
衛
生
管
理
費

の
手
数
料
９
千
円
の
内
訳
は
。

（
藤
田
町
民
課
長
）
斎
場
の
浄
化

槽
の
検
査
手
数
料
８
千
円
と
、

猫
１
匹
の
焼
却
手
数
料
１
千
円

の
合
計
９
千
円
。

〈
土
木
費
〉

（
吉
原
委
員
）
町
道
の
穴
ぼ
こ
が

大
き
く
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
走
っ

て
い
る
と
結
構
危
険
な
場
所
が

あ
る
。
予
算
を
増
や
し
て
、
直

し
て
も
ら
い
た
い
。

（
植
村
施
設
Ｇ
主
幹
）
巡
回
等
で

見
て
、
応
急
的
に
出
来
る
も
の

は
や
る
が
、
数
が
多
す
ぎ
て
手

が
ま
わ
ら
な
い
状
況
。
来
年
も

状
況
を
見
な
が
ら
、
補
修
を
し

て
い
き
た
い
。

（
斎
賀
委
員
）
河
川
管
理
費
は
何

人
分
の
賃
金
で
、
樋
門
、
樋
管

そ
れ
ぞ
れ
何
箇
所
を
管
理
し
て

い
る
の
か
。

（
森
管
理
Ｇ
主
査
）
16
名
と
委
託

契
約
を
結
び
、
38
の
樋
門
・
樋

管
の
管
理
を
、
４
、
７
、
８
、
９
、

10
月
の
５
か
月
実
施
し
て
い
る
。

（
植
村
委
員
）
ふ
る
さ
と
の
森
の

ふ
れ
あ
い
の
館
解
体
に
あ
た
り
、

解
体
後
、
何
か
別
な
活
用
方
法

を
検
討
す
る
話
も
あ
っ
た
が
、

検
討
さ
れ
た
の
か
。

（
野
々
村
町
長
）
事
務
事
業
評
価

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

総
合
的
に
判
断
し
て
、
担
当
者

の
ほ
う
で
何
か
考
え
る
よ
う
指

示
を
し
て
い
る
。

〈
消
防
費
〉

（
高
橋
委
員
）
木
造
の
耐
震
改
修

等
に
対
す
る
補
助
だ
が
、
今
年

度
も
１
件
も
申
し
込
み
が
な

か
っ
た
の
で
、
も
う
少
し
柔
軟

に
使
え
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

（
野
々
村
町
長
）
皆
様
方
と
議
論

を
し
な
が
ら
、
ま
た
内
部
で
も

ど
う
す
れ
ば
皆
様
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
け
る
か
、
今
後
勉
強

を
し
て
行
き
た
い
。

〈
教
育
費
〉

（
斎
賀
委
員
）
中
学
校
の
武
道
の

授
業
で
の
講
師
謝
礼
は
、
ど
の

項
目
に
載
っ
て
い
る
の
か
。

（
伊
藤
総
務
学
校
Ｇ
主
幹
）
道
の

派
遣
事
業
を
使
っ
て
い
る
の
で
、

謝
礼
は
直
接
道
か
ら
講
師
に
振

り
込
ま
れ
て
い
る
。

（
斎
賀
委
員
）
問
寒
別
の
場
合
、

廃
品
回
収
収
益
の
中
か
ら
３
万

円
を
幌
延
の
剣
道
の
方
に
支

払
っ
て
い
る
が
、
お
か
し
い
と

思
わ
な
い
か
。

（
田
村
教
育
次
長
）
１
人
で
１
年

間
の
授
業
を
し
な
け
れ
ば
、
道

か
ら
の
支
給
は
な
い
。
問
寒
別

の
場
合
は
、
３
人
を
登
録
し
て

道
に
報
告
し
て
い
る
が
、
道
で

は
そ
れ
で
は
支
給
出
来
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
廃
品
回
収
収
益

か
ら
支
出
し
て
い
る
と
思
う
。

27
年
度
に
つ
い
て
は
、
再
度
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
歳
入

（
鷲
見
委
員
）
繰
越
金
が
１
億
６

千
８
百
１
万
６
千
円
で
、
益
々

増
え
て
い
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

予
備
費
に
繰
り
入
れ
る
べ
き
だ

と
思
う
が
、
そ
の
へ
ん
の
考
え

方
を
伺
い
た
い
。

（
飯
田
会
計
課
長
）
事
務
的
な
話

に
な
る
が
、
過
疎
・
辺
地
債
の

同
意
予
定
が
３
月
補
正
に
間
に

合
わ
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
あ

る
程
度
特
別
交
付
金
な
ど
も
留

保
し
て
お
か
な
い
と
、
同
意
が

得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
何
ら

か
の
財
源
を
補
て
ん
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
少

し
で
も
減
ら
す
こ
と
は
考
え
て

い
き
た
い
。

（
斎
賀
委
員
）
町
税
延
滞
金
が
何

件
分
か
知
り
た
い
。

（
伊
藤
財
政
Ｇ
主
査
）
修
正
申
告

に
伴
う
分
で
、
個
人
と
法
人
で

１
件
づ
つ
の
計
２
件
。

◆
財
産
に
関
す
る
調
書

（
斎
賀
委
員
）
ト
ラ
ッ
ク
、
乗
用

車
を
持
っ
て
い
る
の
に
、
洗
車

機
は
保
有
し
て
い
な
い
の
か
。

（
飯
田
会
計
課
長
）
道
路
セ
ン

タ
ー
に
１
台
あ
る
。
施
設
改
修

事
業
の
中
で
整
備
し
た
も
の
で
、

備
品
に
は
載
せ
て
い
な
い
。
備

品
は
、
１
品
１
百
万
円
以
上
を

計
上
し
て
い
る
。

（
吉
原
委
員
）
山
林
が
４
万
㎡

減
っ
て
い
る
が
、
ど
こ
が
減
っ

た
の
か
。

（
渡
邊
財
政
Ｇ
主
査
）
天
塩
防
災

の
関
係
で
、
山
林
を
売
っ
た
こ

と
に
よ
り
減
っ
て
い
る
。

（
吉
原
委
員
）
山
林
の
間
伐
だ
と

か
、
何
か
し
な
く
て
も
よ
い
の

か
。

（
桜
井
経
済
課
長
）
年
間
１
〜
２

千
万
円
程
度
か
け
て
、
間
伐
だ

け
で
な
く
植
栽
等
色
ん
な
作
業

を
、
こ
こ
数
年
行
っ
て
い
る
。

◆
総
括

（
斎
賀
委
員
）
幌
延
町
情
報
ボ
ッ

ク
ス
と
い
う
の
を
出
し
て
い
る

が
、
26
年
度
に
出
る
25
年
度
分

と
、
福
祉
手
帳
の
26
年
度
版
も

出
て
い
な
い
。

（
宮
古
総
務
課
長
）
情
報
ボ
ッ
ク

ス
に
つ
い
て
、
他
の
業
務
多
忙

で
26
年
度
は
作
っ
て
い
な
い
。

今
年
度
、
26
・
27
年
度
分
を
合

わ
せ
て
作
り
た
い
。

（
藤
田
町
民
課
長
）
大
き
く
変

わ
っ
た
所
が
な
い
の
で
、
26
年

度
分
の
福
祉
の
手
帳
は
作
ら
な

か
っ
た
。
本
年
度
、
大
き
く
変

わ
っ
た
所
が
あ
れ
ば
、
中
身
を

見
直
し
な
が
ら
情
報
提
供
し
て

い
き
た
い
。

（
斎
賀
委
員
）
問
寒
別
の
公
営
住

宅
の
住
民
の
方
が
、
冬
期
間
の

生
活
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
と

以
前
報
告
し
た
。
担
当
の
方
か

ら
は
現
状
を
把
握
に
行
く
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
行
っ
た
の
か

伺
い
た
い
。

（
島
田
管
理
Ｇ
主
幹
）
実
際
に
現

地
に
行
っ
て
、
入
居
者
の
方
か

ら
お
話
を
聞
い
て
い
る
。
冬
期

間
に
３
回
程
度
伺
い
、
写
真
も

撮
っ
て
い
る
が
、
昨
冬
は
支
障

が
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
今
後
も
、

冬
に
足
を
運
び
、
状
況
を
把
握

し
て
検
討
し
た
い
。

（
斎
賀
委
員
）
昨
年
の
町
民
と
の

意
見
交
換
会
で
、
町
民
の
方
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
フ
リ
ー

ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
が
、
現
在
の
進
捗
状
況

を
伺
い
た
い
。

（
梶
総
務
Ｇ
主
査
）
や
り
方
と
し

て
は
、
す
ご
く
費
用
が
か
か
る

や
り
方
と
、
比
較
的
安
価
に
済

む
方
法
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に

長
短
あ
る
た
め
、
現
在
検
討
中
。

（
斎
賀
委
員
）
繰
越
金
が
い
っ
ぱ

い
出
て
い
る
。
町
長
は
議
員
の

時
に
、
農
業
振
興
等
に
た
く
さ

ん
お
金
を
使
っ
て
い
く
の
だ
か

ら
、
基
金
に
積
ん
で
い
っ
て
は

ど
う
か
と
質
問
し
て
い
た
。
町

長
に
な
ら
れ
て
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

（
野
々
村
町
長
）
一
生
懸
命
経
費

を
削
減
し
て
、
高
額
な
繰
越
し

が
出
来
た
と
い
う
こ
と
で
、
基

金
に
積
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
て
、
地

域
の
経
済
を
保
っ
て
い
き
た
い
。

◆
幌
延
町
立
診
療
所
特
別
会
計

（
吉
原
委
員
）
医
師
確
保
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
町
長
は
考
え

て
い
る
の
か
。

（
野
々
村
町
長
）
大
変
大
切
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
今
の
所

長
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
ま
で
一

生
懸
命
し
て
く
れ
る
先
生
は
い

な
い
と
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
す
ぐ
に
ど
う

こ
う
と
い
う
話
で
は
な
い
が
、

私
自
身
も
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、
ど
う
い
う
形
で
パ
イ
プ
を

と
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
努
力

を
し
て
い
る
。

◆
幌
延
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計

（
鷲
見
委
員
）
毎
年
の
よ
う
に
最

高
限
度
額
を
上
げ
て
き
た
。
今

の
段
階
で
い
く
と
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
が
増
え
て
い
く
こ

と
に
な
る
か
と
思
う
が
、
国
保

会
計
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
ど

う
い
う
方
向
で
進
め
て
行
こ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

（
野
々
村
町
長
）
平
成
30
年
に
道

一
括
と
し
て
国
保
が
運
営
さ
れ

る
と
聞
い
て
い
る
。
不
足
分
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
同
様
、
法

定
外
で
埋
め
て
行
く
。

（
鷲
見
委
員
）
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
を
、
ど
の
辺
に
ボ
ー
ダ
ー

ラ
イ
ン
を
お
い
て
考
え
て
い
る

の
か
。

（
藤
田
町
民
課
長
）
３
年
後
に
は

北
海
道
の
ほ
う
に
移
っ
て
い
く
。

全
道
、
宗
谷
管
内
の
平
均
的
な

税
率
を
見
な
が
ら
税
率
を
定
め
、

北
海
道
に
移
っ
た
時
に
大
幅
に

上
が
ら
な
い
よ
う
に
、
慎
重
に

見
極
め
な
が
ら
考
え
て
行
き
た

い
。

（
斎
賀
委
員
）
平
成
30
年
に
向
け

て
、
滞
納
繰
越
分
の
処
理
を
ど

う
進
め
て
行
く
の
か
。

（
飯
田
会
計
課
長
）
現
在
の
滞
納

分
は
、
町
の
ほ
う
で
今
後
も
解

消
を
し
て
い
く
。

◆
幌
延
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計

（
鷲
見
委
員
）
還
付
金
の
内
訳
は
。

（
岡
田
生
活
環
境
Ｇ
主
幹
）
過
去

の
還
付
金
を
計
算
し
直
し
た
と

こ
ろ
、
還
付
加
算
金
が
発
生
し

た
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
そ

の
分
を
支
出
し
た
。

（
鷲
見
委
員
）
後
期
高
齢
者
の
負

担
金
が
、
老
健
の
時
か
ら
み
る

と
か
な
り
多
い
よ
う
な
感
じ
が

す
る
が
ど
う
か
。

（
藤
田
町
民
課
長
）
基
本
的
に
、

か
か
る
医
療
費
が
増
え
て
い
る

と
い
う
の
が
実
態
か
と
思
う
。

◆
幌
延
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計

（
無
量
谷
委
員
）
水
道
使
用
料
の

滞
納
件
数
は
。

（
島
田
管
理
Ｇ
主
幹
）
34
件
。

（
吉
原
委
員
）
雪
印
の
ほ
う
に
２

つ
あ
る
井
戸
の
内
、
１
つ
が
潰

れ
て
奥
に
移
し
た
が
、
将
来
的

に
安
定
が
見
込
め
る
の
か
。

（
植
村
施
設
Ｇ
主
幹
）
１
時
間
当

た
り
36
ト
ン
で
、
か
な
り
の
量

を
保
っ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
は
間
に
合
う
と
思
う
。

（
吉
原
委
員
）
町
の
水
道
を
１
本

化
す
る
の
は
、
い
つ
頃
に
な
る

の
か
。

（
桜
井
経
済
課
長
）
今
、
問
寒
別

で
補
助
事
業
を
や
っ
て
お
り
、

完
了
が
平
成
30
、
31
年
を
予
定

し
て
い
る
。
上
幌
延
・
開
進
に

つ
い
て
も
同
じ
く
営
農
用
水
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

事
業
が
終
わ
り
次
第
、
幌
延
地

区
の
簡
水
に
１
本
化
し
て
行
き

た
い
。

平
成
26
年
度
幌
延
町

一
般
会
計
決
算
審
査
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議会報編集委員会

　西澤裕之氏を決算特別委員長に選任し、９月１６日、１７日の２日間の審査を経て、原案通り認定
しました。
　一般会計決算額は５１億5,557万９千円（歳出）でした。
　決算額の詳細は、１０月号の「ほろのべの窓」に掲載していますので、主な質疑のみをお知らせ
します。
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